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高
校
の
必
修

科
目
未
履
修
の

問
題
が
騒
が
れ

て
お
り
、
政
治

家
か
ら
評
論
家

ま
で
、
マ
ス
コ

ミ
か
ら
ブ
ロ
グ

ま
で
百
家
争
鳴

状
態
が
続
い
て
い
る
。
し
か

し
こ
れ
ら
の
狂
騒
曲
に
は
、

「
何
の
た
め
に
学
ぶ
か
？
」

と
い
う
根
源
的
問
題
が
決
定

的
に
欠
落
し
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
て
な
ら
な
い
▼
「
何

の
た
め
に
学
ぶ
か
？
」
も
ち

ろ
ん
、
高
校
生
や
高
校
の
ホ

ン
ネ
は
と
に
か
く
「
い
い
大

学
」
に
入
り
た
い
、
入
れ
さ

せ
た
い
た
め
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
、
こ
れ
ら
は
あ
く
ま
で

俗
な
「
ホ
ン
ネ
」
で
あ
っ
て

「
タ
テ
マ
エ
」
で
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
。
人
は
い
っ
た
い

何
の
た
め
に
学
ぶ
の
だ
ろ
う

か
▼
学
ぶ
愉
し
み
、
識
る
悦

び
、
そ
れ
を
他
人
に
分
け
与

え
る
寛
大
さ
、
そ
し
て
ま
だ

知
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
る
謙

虚
さ
。
そ
れ
こ
そ
が
、
本
来

学
校
で
教
わ
る
こ
と
で
は
な

か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
▼
こ
の

よ
う
な
良
心
は
、
狂
乱
的
な

マ
ス
コ
ミ
や
政
治
家
の
大
合

唱
か
ら
は
か
き
消
さ
れ
て
し

ま
い
が
ち
な
、
無
力
な
嘆
き

に
過
ぎ
な
い
の
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
そ
れ
で
も
、
こ

の
知
の
最
後
の
砦
の
「
タ
テ

マ
エ
」
だ
け
は
見
失
わ
な
い

よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
れ
こ
そ
が
や
は
り
学

問
の
本
質
で
あ
り
、
大
学
の

存
在
意
義
な
の
だ
か
ら
。

（
安
田

陽
）
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関関西西大大学学のの交交換換派派遣遣制制度度にによよっってて昨昨年年７７月月上上旬旬かか
らら１１００月月上上旬旬ままでで約約３３カカ月月間間、、上上海海のの復復旦旦大大学学にに滞滞在在
すするる機機会会をを得得たた。。ここれれままでで何何度度かか上上海海をを訪訪れれたたこことと
ははああるるがが、、いいずずれれもも数数日日間間でであありり、、今今回回ののよよううなな長長
期期のの滞滞在在はは初初めめててででああっったた。。上上海海はは複複雑雑なな魅魅力力ああるる
都都市市ででああるる。。戦戦前前はは日日本本人人がが欧欧米米のの息息吹吹をを感感じじるるここ
ととががででききるる日日本本にに最最もも近近いい国国際際都都市市でであありり、、ままたた租租

ちん ぱん ほん ばん

界界のの多多いい植植民民地地都都市市でであありり、、青青幇幇やや紅紅幇幇がが暗暗躍躍すするる
魔魔都都上上海海ででももああっったた。。上上海海はは多多くくのの日日本本のの文文化化人人をを
魅魅了了しし、、芥芥川川龍龍之之介介にに勧勧めめらられれてて上上海海にに滞滞在在ししたた「「新新
感感覚覚派派」」のの横横光光利利一一はは、、そそのの後後有有名名なな小小説説『『上上海海』』
をを著著ししたた。。
中中国国でではは長長江江（（揚揚子子江江））をを龍龍のの身身体体にに喩喩ええてて長長江江
のの河河口口にに位位置置すするる上上海海をを「「龍龍頭頭」」とと呼呼びび、、中中国国のの経経
済済発発展展のの牽牽引引車車、、成成長長ののエエンンジジンンにに喩喩ええるるここととがが多多
いい。。実実際際ここここ１１００年年間間のの上上海海のの経経済済成成長長ははききわわめめてて高高
いいももののととななっってていいるる。。２２００００８８年年のの北北京京オオリリンンピピッッククにに
続続くく巨巨大大イイベベンントトがが２２００１１００年年にに上上海海でで開開催催さされれるる万万国国
博博覧覧会会ででああるる。。現現在在そそののたためめにに道道路路やや地地下下鉄鉄のの建建設設
ななどど一一層層ののイインンフフララ整整備備がが進進めめらられれてていいるる。。今今やや上上
海海ににはは高高層層ビビルルがが４４千千棟棟近近くくあありり、、日日本本全全国国のの高高層層
ビビルルをを合合計計ししたた数数よよりりもも多多くくななっってていいるるとといいわわれれてて
いいるる。。
数数年年前前にに「「上上海海をを制制すするるももののがが世世界界をを制制すす」」とと題題
さされれたた著著書書がが公公刊刊さされれたたがが、、上上海海のの活活力力ににはは「「昇昇
竜竜」」をを感感じじささせせるるももののががああるる。。リリニニアアモモーータターーカカーー
のの運運行行、、地地下下鉄鉄やや軌軌道道線線のの延延長長、、歩歩行行者者天天国国ととななっっ

てていいるる南南京京路路やや再再開開発発ででおおししゃゃれれなな観観光光ススポポッットトとと
ななっったた新新天天地地、、整整備備さされれたた外外灘灘（（ババンンドド））ななどど。。そそ
れれ以以外外ににもも住住んんででみみるるとと多多くくのの公公共共交交通通機機関関でで使使用用
ででききるる公公共共交交通通カカーードド（（ププリリペペイイドド式式ののＩＩＣＣカカーー
ドド））ややココンンビビニニのの便便利利ささにに驚驚かかさされれたた。。ななにによよりりもも
派派遣遣さされれたた復復旦旦大大学学はは、、新新ししいい体体育育館館やや立立派派なな高高層層
ビビルル、、５５つつ星星ホホテテルル（（ククララウウンンププララザザ））のの誘誘致致やや周周
辺辺のの整整備備ななどどキキャャンンパパススもも大大ききくく変変貌貌ししてていいたた。。
幸幸田田真真音音はは上上海海をを舞舞台台ににししたた最最近近のの小小説説『『周周極極

星星』』ににおおいいてて、、現現在在のの中中国国ががそそのの強強力力なな「「引引力力」」にに
よよっってて、、あありりととああららゆゆるるももののをを世世界界中中かからら引引きき寄寄
せせ、、ままるるでで宇宇宙宙ののブブララッックク・・ホホーールルののよよううににそそのの巨巨
大大なな体体内内にに取取りり込込んんでで急急成成長長をを遂遂げげてていいるるとと語語っってて
いいるるがが、、そそのの中中心心がが上上海海ででああるる。。上上海海経経済済圏圏のの発発展展
ににととももななっってて日日本本かかららここのの地地域域にに進進出出すするる日日系系企企業業
もも日日本本人人ももここののブブララッックク・・ホホーールルにに引引きき込込ままれれてていい
るる。。定定住住者者がが約約５５万万人人、、出出張張やや観観光光でで約約５５万万人人、、合合
計計１１００万万人人近近くくのの日日本本人人がが上上海海経経済済圏圏でで活活動動ししてていいるる
ととののここととででああるる。。関関西西大大学学のの卒卒業業生生でで組組織織さされれるる上上
海海関関大大会会もも１１２２００人人をを超超ええてていいるる。。
１１８８６６２２年年６６月月ここのの都都市市をを目目のの当当たたりりににししてて日日本本のの将将
来来をを危危惧惧ししたた幕幕末末のの志志士士高高杉杉晋晋作作はは、、ももしし現現代代のの上上
海海をを見見れればば何何をを想想いい、、何何をを憂憂いい、、将将来来のの日日本本ををどどのの
よよううにに展展望望すするるののででああろろううかか。。現現代代のの高高杉杉晋晋作作ははどど
ここににいいるるののだだろろううかか。。

（（商商学学部部教教授授））

水野 一郎

上上
海海
でで
最最
もも
有有
名名
なな
ホホ
テテ
ルル
（（
ググ
ララ
ンン
ドド
ハハ
イイ
アア
ッッ
トト
上上
海海
））
のの

５５４４
階階
かか
らら
８８７７
階階
まま
でで
のの
吸吸
いい
込込
まま
れれ
そそ
うう
なな
吹吹
きき
抜抜
けけ

高高杉杉晋晋作作もも眺眺めめたた黄黄浦浦江江とと現現代代のの上上海海をを象象徴徴すするる東東方方明明珠珠塔塔
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大
学
大
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ト
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ク
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ト
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ッ
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六
甲
山
荘
（
別
館
）

本
学
は
フ
ラ
ン
ス
に
あ
る
パ
リ
第
七
大
学
（
ド
ゥ
ニ
・
デ
ィ
ド
ロ
）
と
西
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
と

の
間
に
学
生
交
換
協
定
を
締
結
し
た
。
パ
リ
第
七
大
学
（
ド
ゥ
ニ
・
デ
ィ
ド
ロ
）
は
本
学
に
と
っ

て
三
十
三
番
目
、
西
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
は
三
十
五
番
目
の
協
定
大
学
と
な
る
。
フ
ラ
ン
ス
国
内
の

協
定
大
学
は
、
す
で
に
協
定
締
結
し
て
い
る
パ
リ
第
三
大
学
（
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
・
ヌ
ー
ベ
ル
）
を
含

め
て
三
校
と
な
る
。

パ
リ
第
七
大
学
（
ド
ゥ
ニ
・

デ
ィ
ド
ロ
）
は
、
一
九
七
〇
年

に
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
大
学
（
現
在
の

パ
リ
第
四
大
学
）
か
ら
の
分
離

に
よ
っ
て
創
立
さ
れ
た
。
同
大

学
は
、
パ
リ
市
内
中
心
部
に
あ

り
、
今
日
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
で

も
っ
と
も
大
規
模
な
総
合
大
学

の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
同
時
に
、

高
等
教
育
・
研
究
部
門
に
お
い

て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
第
一
線

に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
同

大
学
は
、
啓
蒙
主
義
時
代
の
ド

ゥ
ニ
・
デ
ィ
ド
ロ
に
よ
っ
て
奨

励
さ
れ
た
人
文
主
義
の
伝
統
に

の
っ
と
り
な
が
ら
も
、
新
し
い

研
究
領
域
を
開
拓
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
研
究
成
果
の
向
上
を
は
か

り
な
が
ら
、
新
世
紀
の
社
会
啓

蒙
を
め
ざ
し
て
い
る
。
同
大
学

で
は
、
数
々
の
領
域
に
お
い
て

卓
抜
な
成
果
を
あ
げ
て
お
り
、

そ
の
領
域
に
は
、
理
工
系
科

学
、
医
学
、
歯
学
、
文
学
、
言

語
学
、
人
文
科
学
お
よ
び
社
会

科
学
が
含
ま
れ
る
。
教
員
約
千

八
百
人
、
学
生
約
二
万
六
千

人
、
留
学
生
約
五
千
六
百
人
を

擁
し
て
い
る
。

一
方
、
西
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学

の
メ
ー
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
パ

リ
か
ら
南
西
約
三
百
平
方
�
の

と
こ
ろ
に
あ
る
メ
ー
ヌ
・
エ
・

ロ
ワ
ー
ル
県
の
県
庁
所
在
地
で

あ
る
ア
ン
ジ
ェ
と
い
う
大
学
町

に
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
数
少

な
い
私
立
の
総
合
大
学
で
あ

る
。
ア
ン
ジ
ェ
は
、
気
候
が
温

和
で
、
自
然
が
美
し
く
、
治
安

も
良
く
、
歴
史
的
、
文
化
的
に

も
見
所
の
多
い
観
光
の
町
で
あ

る
。
一
八
七
五
年
に
創
立
さ
れ

た
こ
の
大
学
に
は
、
神
学
部
、

教
育
学
部
、
文
学
部
、
理
学

部
、
経
商
学
部
、
現
代
語
学
部

が
あ
り
、
教
員
約
五
百
人
、
学

生
約
一
万
二
千
人
、
留
学
生
千

三
百
人
を
擁
し
て
い
る
。
複
数

あ
る
研
究
機
関
の
ひ
と
つ
で
あ

り
、
外
国
人
に
対
す
る
語
学
教

育
を
行
っ
て
い
る
セ
ン
タ
ー

は
、
Ｃ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
（
一
九
六
六

年
設
置
）
と
呼
ば
れ
て
お
り
、

フ
ラ
ン
ス
語
教
育
の
質
の
高
さ

と
き
め
細
か
さ
は
定
評
が
あ

る
。
フ
ラ
ン
ス
人
へ
の
日
本
語

教
育
も
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
日
本
と
日
本
語
に
関
心
の

あ
る
フ
ラ
ン
ス
人
学
生
の
数
も

多
い
。
本
学
で
も
、
こ
の
Ｃ
Ｉ

Ｄ
Ｅ
Ｆ
に
お
い
て
、
平
成
十
六

年
度
か
ら
春
期
フ
ラ
ン
ス
語
セ

ミ
ナ
ー
を
実
施
し
て
お
り
、
第

三
回
目
と
な
る
今
年
度
は
三
十

人
の
学
生
が
一
カ
月
の
セ
ミ
ナ

ー
に
参
加
す
る
予
定
で
あ
る
。

誠
之
館
八
号
館
（
養
心
館
）

学
生
が
学
校
現
場
に
お
も
む

き
、
教
員
の
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事

を
体
験
す
る
学
校
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
に
、
今
年
度
は
、
短
期

集
中
型
（
七
―
九
月
）
・
長
期

型
（
九
―
十
二
月
）
あ
わ
せ

て
、
延
べ
百
五
十
人
の
学
生
を

八
十
八
校
の
小
中
高
等
学
校
お

よ
び
幼
稚
園
に
派
遣
し
た
。
今

年
度
は
授
業
科
目
と
し
て
の
位

置
づ
け
を
明
確
に
す
る
た
め

に
、
募
集
説
明
会
、
事
前
事
後

の
講
習
（
学
校
業
務
講
座
、
マ

ナ
ー
講
座
、
内
定
者
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
、
事
後
報
告
会
）

を
同
一
授
業
時
間
帯
に
開
催
し

た
。
そ
の
た
め
参
加
者
数
は
昨

年
度
の
半
数
に
と
ど
ま
っ
た

が
、
そ
れ
だ
け
事
後
報
告
会
で

は
例
年
に
も
増
し
て
充
実
し
た

報
告
が
相
次
い
だ
。「
本
来
、
多

く
の
仲
間
と
出
会
い
、
楽
し
い

場
所
で
あ
る
は
ず
の
学
校
が
子

供
た
ち
を
苦
し
め
て
い
る
実
態

を
み
て
『
学
校
っ
て
一
体
何
な

の
だ
ろ
う
』
と
考
え
、
生
徒
と

教
員
と
い
っ
た
関
係
性
を
超

え
、
客
観
的
に
学
校
を
捉
え
た

い
」。「
高
校
生

は
難
し
い
年
頃

で
、
化
粧
を
し

て
い
た
り
、
茶

髪
だ
っ
た
り
と

ん
で
も
な
い
格

好
を
し
て
い
る

子
が
多
い
け

ど
、
中
身
は
ま

だ
純
粋
で
ま
っ

さ
ら
な
子
ど
も

た
ち
な
ん
だ
」

な
ど
、
ど
の
報

告
に
も
、
本
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
意
図
す
る
効
果
�

�
教
職
志
望
者
に
対
す
る
キ
ャ

リ
ア
形
成
支
援
、
年
少
者
に
対

す
る
責
任
と
自
覚
を
通
し
た
学

生
の
人
間
的
成
長
、
社
会
意
識

の
向
上
�
�
が
再
確
認
で
き

た
。な

お
、
一
月
十
五
日
（
月
）

十
三
時
三
十
分
か
ら
尚
文
館
一

階
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
Ａ
Ｖ
大
教

室
で
「
若
い
世
代
を
育
て
る
組

織
と
し
て
�
�
学
生
の
力
を
生

か
し
た
小
中
高
大
連
携
の
新
た

な
展
開
」
と
題
し
、
第
二
回
特

色
Ｇ
Ｐ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

す
る
。
学
校
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
に
関
心
の
あ
る
学
生
の
み
な

さ
ん
、
学
内
関
係
者
に
は
ぜ
ひ

と
も
参
加
し
て
ほ
し
い
。

（
学
校
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

取
組
責
任
者

品
川

哲
彦
）

こ
れ
ま
で
ゼ
ミ
や
サ
ー
ク
ル

の
合
宿
な
ど
で
利
用
さ
れ
て
き

た
六
甲
山
荘
に
、新
た
に
別
館
を

増
築
し
、昨
年
十
一
月
二
十
八
日

に
竣
工
し
た
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
造
地
上
二
階
建
、
地
下
一

階
、
延
床
面
積
は
四
百
八
十
八

平
方
�
。
五
十
四
人
が
研
修
で

き
る
研
修
室
を
擁
し
、
本
館
か

ら
別
館
に
渡
り
廊
下
を
設
置
す

る
こ
と
で
、
ス
ム
ー
ズ
な
行
き

来
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
千
里
山
中
央
体
育
館

東
側
に
あ
っ
た
射
撃
場
を
解
体

し
、
射
撃
場
、
柔
道
場
、
剣
道

場
お
よ
び
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
場
を

備
え
た
誠
之
館
八
号
館
（
養

心
館
）
を
昨
年
十
二
月
十
六

日
に
竣
工
し
た
。
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
一
部
鉄
骨
造
地

上
二
階
建
、
延
床
面
積
は
二

千
二
百
五
十
七
平
方
�
。
一

階
が
射
撃
場
、
二
階
が
柔
道

場
お
よ
び
剣
道
場
と
な
っ
て

お
り
、
屋
上
は
千
里
山
北
広

場
と
同
じ
高
さ
に
位
置
し
、

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
場
と
し
て
使

用
す
る
。

竣
工
式
に
は
森
本
靖
一
郎

理
事
長
、
河
田
悌
一
学
長
を

は
じ
め
、
大
学
お
よ
び
工
事

関
係
者
の
ほ
か
来
賓
を
含

め
、
六
甲
山
荘
（
別
館
）
竣

工
式
に
は
約
四
十
人
、
誠
之

館
八
号
館
（
養
心
館
）
竣
工

式
に
は
約
百
五
十
人
が
出
席

し
、
建
物
の
竣
工
を
祝
っ

た
。

今
回
の
学
生
交
換
協
定
締
結

に
よ
り
、
両
大
学
と
は
、
そ
れ

ぞ
れ
毎
年
二
人
枠
で
派
遣
を
行

う
こ
と
に
な
る
が
、
先
方
大
学

に
お
け
る
授
業
料
は
、
本
学
に

納
入
し
た
学
費
を
も
っ
て
充
当

さ
れ
、
派
遣
留
学
生
の
た
め
の

給
付
奨
学
金
制
度
も
あ
る
。
こ

の
ほ
ど
、
平
成
十
九
年
度
交
換

派
遣
留
学
生
の
選
考
試
験
が
行

わ
れ
、
両
大
学
へ
の
派
遣
留
学

第
一
期
生
と
な
る
留
学
候
補
生

が
決
定
し
た
。

本
学
は
国
際
交
流
に
関
す
る

構
想
に
基
づ
い
て
、
二
〇
〇
九

年
ま
で
に
世
界
各
地
に
協
定
大

学
を
五
十
校
ま
で
増
や
し
て
い

く
予
定
で
あ
る
。

（
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
）

昨
年
十
二
月
二
日
、
法
学
部

創
立
百
二
十
周
年
を
記
念
し
た

コ
ロ
キ
ア
ム
が
千
里
山
キ
ャ
ン

パ
ス
尚
文
館
一
階
マ
ル
チ
メ
デ

ィ
ア
Ａ
Ｖ
大
教
室
で
開
催
さ
れ

た
。全

体
テ
ー
マ
を
「
二
十
一
世

紀
の
東
ア
ジ
ア
と
日
本
」
と
題

し
、
前
半
は
韓
国
延
世
大
学
文

正
仁
教
授
に
よ
る
「
移
行
期
の

東
北
ア
ジ
ア
ー
新
旧
の
緊
張
と

将
来
の
地
域
秩
序
」、
ま
た
、
中

国
社
会
科
学
院
近
代
歴
史
研
究

所
歩
平
所
長
か
ら
「
東
ア
ジ
ア

に
お
け
る
共
同
の
歴
史
像
の
創

造
」、
そ
し
て
、
琉
球
大
学
我
部

政
明
教
授
の
「
沖
縄
か
ら
み
た

東
ア
ジ
ア
」
と
い
う
各
テ
ー
マ

で
の
報
告
が
行
わ
れ
た
。

後
半
は
、
関
西
学
院
大
学
豊

下
楢
彦
教
授
と
本
学
法
学
研
究

所
孝
忠
延
夫
所
長
を
加
え
、
そ

れ
ぞ
れ
の
報
告
に
基
づ
く
討
論

を
実
施
し
た
。
学
生
や
一
般
か

ら
の
聴
講
も
含
め
、
百
人
を
超

え
る
参
加
が
あ
り
、
最
後
の
質

疑
応
答
で
も
活
発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
、盛
況
に
閉
幕
し
た
。

（
法
学
部
）

●
「
静
宜
大
学
特
別
留
学
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
を
実
施

本
学
は
、
協
定
大
学
で
あ
る

台
湾
の
静
宜
大
学
と
の
間
で「
静

宜
大
学
特
別
留
学
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
を
実
施
す
る
。
本
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
よ
り
、
静
宜
大
学
は
授

業
料
免
除
で
本
学
学
生
を
受
け

入
れ
る
。
対
象
は
、
現
在
本
学

全
学
部
の
一
・
二
年
次
に
在
籍

し
て
い
る
学
生
と
す
る
。
教
学

上
の
措
置
は
「
関
西
大
学
学
部

学
生
留
学
規
程
」
に
定
め
る
認

定
留
学
の
通
り
と
し
、
留
学
先

で
は
正
規
科
目
（
中
国
語
で
行

わ
れ
る
）
の
ほ
か
に
、
中
国
語

・
英
語
・
文
化
事
情
（
日
本
語

で
行
わ
れ
る
）
を
履
修
す
る
こ

と
が
で
き
る
た
め
、
各
自
の
中

国
語
能
力
に
応
じ
て
希
望
コ
ー

ス
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

●
文
学
部
共
通
専
門
教
育
科
目

「
寄
附
講
座
」
を
開
講

文
学
部
で
は
、
平
成
十
九
年

度
の
夏
季
集
中
講
義
（
九
月
実

施
予
定
）
と
し
て
「
寄
附
講
座

（
俳
人
協
会
提
供
現
代
俳
句
講

座
）」
を
開
講
す
る
。
講
義
の
内

容
は
、
俳
句
理
論
の
講
義
に
加

え
、学
外
で
自
然
に
触
れ
、実
作

す
る
吟
行
、
俳
句
会
で
の
実
作

と
す
る
。
こ
の
講
義
を
担
当
す

る
社
団
法
人
俳
人
協
会
は
、
俳

句
伝
統
の
正
し
い
発
展
を
目
的

と
し
て
、
昭
和
三
十
六
年
に
設

立
さ
れ
た
文
芸
団
体
で
あ
る
。

●
山
田
洋
次
監
督
（
客
員
教

授
）
講
演
会
を
開
催

昨
年
十
二
月
四
日
に
山
田
洋

次
客
員
教
授
の
講
演
会
「
撮
影

所
は
大
学
だ
っ
た
〜
映
画
と
歩

ん
だ
四
十
五
年
〜
」
が
、
社
会

学
部
「
放
送
論
�
」
履
修
者
と

文
学
部
映
像
文
化
専
修
学
生
を

対
象
に
、
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス

ソ
シ
オ
Ａ
Ｖ
大
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
た
。
当
日
は
、
学
生
約
六

百
五
十
人
が
集
ま
り
、
貴
重
な

講
義
に
耳
を
傾
け
た
。

大
学
院
会
計
研
究
科
で
は
、

次
の
と
お
り
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

す
る
。
終
了
後
に
は
、
本
学
会

計
専
門
職
大
学
院
の
進
学
説
明

会
を
開
催
す
る
。
学
生
を
は
じ

め
、
父
母
や
教
職
員
の
積
極
的

な
参
加
を
期
待
す
る
。
入
場
は

無
料
。

テ
ー
マ

「
わ
が
国
の
経
済
と

資
本
市
場
」

日

時

一
月
二
十
日
（
土
）

十
三
時
〜
十
六
時

場

所

千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス

尚
文
館
一
階
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

Ａ
Ｖ
大
教
室

講

演

塩
川
正
十
郎
氏
（
元

財
務
大
臣
）「
わ
が
国
の
財
政
と

資
本
市
場
」

平
松

一
夫
氏
（
関
西
学
院
大

学
学
長
）「
わ
が
国
の
会
計
と
資

本
市
場
」

司

会

宮
本

勝
浩
（
大
学

院
会
計
研
究
科
教
授
）

定

員

二
百
人

（
教
務
セ
ン
タ
ー
専
門
職
大
学

院
事
務
グ
ル
ー
プ
）

今
年
三
月
を
も
っ
て
定
年
退
職
す
る
教
員
の
退
職

記
念
最
終
講
義
が
、
左
表
の
と
お
り
予
定
さ
れ
て
い

る
の
で
、
ふ
る
っ
て
聴
講
し
て
ほ
し
い
。

テーマ

私のおくのほそ道

会社制度の構造問題と
将来展望

コミュニケーションの
主体の思想構造

生物無機化学に魅せら
れて４０年

在職期間を振り返って

トライボロジー研究雑
談：私が辿った道

※会場はいずれも千里山キャンパス

場所

尚文館
５０１講義室

第３学舎
３０１教室

第３学舎
３０１教室

尚文館１階
マルチメディア
ＡＶ大教室

第４学舎
第５実験棟４階
共同講義室

月・日・時間

１月１９日（金）
第３時限

１月９日（火）
第３時限

１月９日（火）
第４時限

３月１日（木）
１３：００～１５：００

３月１０日（土）
１４：００～１６：００

氏名

森 瀬 壽 三

若 林 政 史

妹 尾 剛 光

山 内 脩

藤 田 武 良

森 淳 暢

学部

文

社

社

工

工

工

会
計
大
学
院
セ
ミ
ナ
ー

フフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフラララララララララララララララララララララララララララララララララララララランンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンススススススススススススススススススススススススススススススススススススススのののののののののののののののののののののののののののののののののののののの２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校とととととととととととととととととととととととととととととととととととととと交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定

塩
川
元
財
務
大
臣
が
来
学

両
大
学
へ
毎
年
二
人
を
派
遣

退
職
記
念
最
終
講
義

充
実
し
た
体
験
談
が
相
次
ぐ

平
成
１８
年
度

学
校
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
終
了

１
月
１５
日
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

六六
甲甲
山山
荘荘
にに
別別
館館
増増
築築

複複
合合
運運
動動
施施
設設
養養
心心
館館
がが
完完
成成

コ
ロ
キ
ア
ム
に
１００
人

東
ア
ジ
ア
テ
ー
マ
に
活
発
意
見

西
カ
ト
リ
ッ
ク

大

学

質
高
い
語
学
教
育

仏
最
大
の
総
合
大
学
パ
リ
第

７
大
学

（２）平成１９年（２００７年）１月９日第 ３４０ 号
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布
と
見
紛
う
「
ち
り
め
ん
本
」

森森

図書館の
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報告
近況

受
　
　
賞

受
　
　
賞�

受
　
　
賞�

一
瞬
、
布
か
と
見
紛
う
よ
う

な
質
感
を
持
つ
縮
緬
状
の
和
紙

に
、
欧
文
と
日
本
画
の
挿
絵
等

を
印
刷
し
た
和
綴
じ
の
本
を
、

通
称
「
ち
り
め
ん
本
」
と
い

う
。
作
り
は
普
通
の
和
本
と
変

わ
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
幾
度

も
揉
み
伸
ば
し
を
繰
り
返
し
、

縮
緬
上
に
加
工
し
た
縮
緬
紙（
ク

レ
ー
プ
ペ
ー
パ
ー
）
を
用
い
て

い
る
こ
と
か
ら
、
そ
う
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
わ
れ

る
。こ

の
ち
り
め
ん
本
を
最
初
に

考
案
し
た
の
が
、
長
谷
川
武
次

郎
（
一
八
五
三
―
一
九
三
八
）

で
あ
る
。
彼
の
経
営
し
た
長
谷

川
弘
文
社
は
、
明
治
十
八
（
一

八
八
五
）
年
に
日
本
昔
噺
の
英

訳
版
で
あ
る�
J
apan

ese
fairy
tale
series

�
の

刊
行
を
始
め
る
。
Ｎ
ｏ
�
１
か

ら
Ｎ
ｏ
�
２０
ま
で
の
セ
ッ
ト
か

ら
な
る
、
こ
の
最
初
の
ち
り
め

ん
本
出
版
物
は
、
欧
文
や
挿
絵

の
質
が
シ
リ
ー
ズ
を
通
し
て
非

常
に
高
く
、
現
在
、
ほ
と
ん
ど

ち
り
め
ん
本
の
代
名
詞
の
よ
う

な
存
在
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、secon

d
series

、

extra
no.

等
、
続
シ
リ
ー
ズ

が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

ち
り
め
ん
本
は
当
初
、
日
本

国
内
の
人
び
と
、
特
に
子
ど
も

の
語
学
教
育
の
た
め
、
と
い
う

の
が
販
売
目
的
の
第
一
義
で
あ

っ
た
よ
う
だ
が
、
そ
の
意
図
か

ら
は
外
れ
て
、
外
国
人
が
日
本

に
滞
在
し
た
土
産
物
と
し
て
重

宝
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ

の

た

め

か

ど

う

か

、

�
J
apan

ese
fairy

tale
series

�
以
後
に

は
、
日
本
の
詩
歌
や
生
活
風
俗

を
紹
介
す
る
内
容
の
も
の
が
多

く
出
版
さ
れ
て
い
る
。

関
西
大
学
図
書
館
で
は

�
J
ap
an
ese
fa
iry

tale
series

�
に
つ
い
て
は

second
series

の
一
部
を

除
い
て
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
所

蔵
し
て
お
り
、
そ
れ
以
外
の
日

本
紹
介
も
の
等
、
多
数
の
ち
り

め
ん
本
を
所
蔵
し
て
い
る
。
そ

れ
ら
の
う
ち
八
タ
イ
ト
ル
を
現

在
、
図
書
館
電
子
展
示
室
に
て

公
開
し
て
い
る
の
で
、
来
場
を

期
待
す
る
。

ち
り
め
ん
本
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（h
ttp���w

w
w
.lib.k

a
n
sai�
u.ac.jp�eten

ji�
ch
irim
en�in

d
ex
.h
t

m
l

）

（
図
書
館
）

二
月
十
七
日
（
土
）、
十
八
日

（
日
）
の
二
日
間
に
わ
た
り
、

関
西
大
学
英
語
教
育
連
環
セ
ン

タ
ー
主
催
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
行
わ
れ
る
。

本
学
大
学
院
外
国
語
教
育
学

研
究
科
が
、「
学
び
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
キ
ン
グ
と
英
語
教
員
養
成
・

現
職
教
員
・
大
学
院
生
・
地
域

の
学
校
を
巻
き
込
ん
だ
『
連
環

型
』
教
員
養
成
の
展
開
」
と
し

て
申
請
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、

二
〇
〇
五
年
文
部
科
学
省
「
大

学
・
大
学
院
に
お
け
る
教
員
養

成
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
教
員
養

成
Ｇ
Ｐ
）」
に
採
択
さ
れ
た
。
私

た
ち
は
目
的
達
成
の
た
め
に「
英

語
教
育
連
環
セ
ン
タ
ー
」
を
立

ち
上
げ
、
全
力
を
尽
く
し
て
き

た
。
二
年
目
に
あ
た
り
「
国
際

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
す
る

こ
と
に
し
た
。

英
語
教
育
の
世
界
で
著
名
な

R
od
E
llis

教
授
（
オ
ー
ク

ラ
ン
ド
大
学
）
、P

e
te
r

Y
on
gqi
G
u

教
授
（
ビ
ク

ト
リ
ア
大
学
）、
吉
田
研
作
教
授

（
上
智
大
学
）
の
三
人
の
キ
ー

ノ
ー
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
に
加
え

て
、
高
梨
庸
雄
教
授
（
京
都
ノ

ー
ト
ル
ダ
ム
女
子
大
学
）、
蛭
田

勲
指
導
主
事
（
大
阪
府
教
育
セ

ン
タ
ー
）、
田
尻
悟
郎
教
諭
（
島

根
県
東
出
雲
町
立
東
出
雲
中
学

校
）、
菅
正
隆
氏
（
文
部
科
学
省

初
等
中
等
教
育
局
）
等
の
英
語

教
育
を
専
門
と
す
る
実
力
者
を

招
き
、
加
え
て
、
本
学
か
ら
は

八
島
智
子
教
授
、
山
根
繁
教

授
、
竹
内
理
教
授
、
名
部
井
敏

代
助
教
授
、
斎
藤
が
参
加
す

る
。私

た
ち
は
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

開
催
を
通
じ
て
、
英
語
教
育
激

動
の
時
代
に
、
こ
こ
関
西
大
学

を
基
地
と
し
て
、
新
し
い
時
代

に
お
け
る
英
語
教
育
の
あ
り
方

を
発
信
し
て
い
き
た
い
。

（
英
語
教
育
連
関
セ
ン
タ
ー
長

斎
藤

栄
二
）

開
催
日
一
月
十
八
日
（
木
）

十
時
〜
十
七
時
十
五
分

一
月
十
九
日
（
金
）

十
時
〜
十
六
時
十
五
分

会
場
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
百
周

年
記
念
会
館

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
先
端

科
学
技
術
推
進
機
構
主
催
で
開

催
す
る
年
一
回
の
総
合
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
で
、
機
構
傘
下
に
あ
る

四
つ
の
研
究
部
門
�
Ｎ
（
新
物

質
・
機
能
素
子
・
生
産
技

術
）、
Ｉ
（
情
報
・
通
信
・
電

子
）、
Ｂ
（
生
命
・
人
間
・
ロ
ボ

テ
ィ
ク
ス
）、
Ｅ
（
環
境
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
社
会
）
�
と
四
つ
の

研
究
セ
ン
タ
ー
（
ハ
イ
テ
ク
・

リ
サ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
、
学
術

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
・
セ
ン
タ
ー
、

産
学
連
携
研
究
セ
ン
タ
ー
、
医

工
薬
連
携
研
究
セ
ン
タ
ー
）
の

研
究
開
発
の
成
果
に
つ
い
て
、

今
回
は
特
別
講
演
二
件
、
招
待

講
演
十
五
件
、
一
般
講
演
八
十

二
件
に
加
え
て
百
件
超
の
パ
ネ

ル
展
示
の
形
で
紹
介
す
る
も
の

で
あ
る
。

特
別
講
演
に
は
、
大
阪
大
学

大
学
院
生
命
機
能
研
究
科
お
よ

び
医
学
研
究
科
教
授
の
柳
田
敏

雄
氏
と
政
府
の
総
合
科
学
技
術

会
議
専
門
委
員
で
あ
り
川
崎
医

科
大
学
名
誉
教
授
の
梶
谷
文
彦

氏
を
招
き
、
当
該
研
究
開
発
分

野
の
レ
ビ
ュ
ー
を
行
う
予
定
で

あ
る
。

詳
細
は
、
先
端
科
学
技
術
推

進
機
構
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（h

tt
p���w

w
w
.k
an
sai�
u
.

ac.jp�ord
ist�

）
を
参

照
。
問
い
合
わ
せ
は
先
端
科
学

技
術
推
進
機
構
（
�
０６
―

６
３
６

８
―

１
１
７
８
）
ま
で
。

（
先
端
科
学
技
術
推
進
機
構
）

○
都
市
住
宅
学
会

◆
二
〇
〇
六
年
度
都
市
住
宅
学

会
賞
・
著
作
賞

工
学
部
教
授

江
川

直
樹

（
平
成
十
八
年五

月
二
十
九
日
）

○
日
本
建
築
学
会

◆
二
〇
〇
六
年
度
日
本
建
築
学

会
奨
励
賞

工
学
部
専
任
講
師

原

直
也

（
平
成
十
八
年
九
月
七
日
）

○IE
E
E
S
ystem

s,
M
an,and

C
ybernetics

S
ociety

◆M
ost
Active

Technical
C
om
m
ittee

A
w
ard

（
最
優
秀
技
術
委
員
会
賞
）

総
合
情
報
学
部
助
教
授

村
田

忠
彦

（
平
成
十
八
年
十
月
十
一
日
）

○
都
市
住
宅
学
会

◆
二
〇
〇
六
年
度
都
市
住
宅
学

会
賞
・
業
績
賞

工
学
部
教
授

江
川

直
樹

（
平
成
十
八
年

十
一
月
二
十
五
日
）

○7th
Chitose

International
Forum

on
P
hotonics

Science
and

Technology

◆S
tuden
t
A
w
ard

(F
irst
P
rize)

外
国
語
教
育
学
研
究
科
Ｄ
一

岡
本

清
美

（
平
成
十
八
年

十
一
月
二
十
八
日
）

○
社
団
法
人
電
気
化
学
会

◆
平
成
十
八
年
度
関
西
電
気
化

学
奨
励
賞

工
学
研
究
科
応
用
化
学
専
攻
二

年
次
生

杉
本

敏
規

（
平
成
十
八
年
十
二
月
二
日
）

一
月
十
九
日
（
金
）、
二
十
日

（
土
）
の
二
日
間
、
東
西
学
術

研
究
所
主
催
、
人
文
地
理
学
会

協
賛
で
、「
ア
ジ
ア
・
世
界
を
つ

な
ぐ
海
の
回
廊
―
文
化
の
出
会

い
―
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る
。
内
容

は
次
の
と
お
り
。

●
一
月
十
九
日
（
金
）

十
三
時
四
十
分
〜
十
七
時
十

分

千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
以
文

館
四
階
セ
ミ
ナ
ー
ス
ペ
ー
ス

基
調
講
演
（
そ
の
一
）

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
と
っ
て

の
ア
ジ
ア
、
ア
ジ
ア
に
と
っ
て

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
―
大
航
海
時

代
の
新
し
い
解
釈
の
た
め
に

―
」
大
東
文
化
大
学

生
田
滋

名
誉
教
授

基
調
講
演
（
そ
の
二
）

「
返
還
後
の
香
港
に
お
け
る

伝
統
的
な
家
庭
料
理
の
盛
行
―

郷
土
会
食
料
理
と
家
庭
料
理

―
」
香
港
中
文
大
学

張
展
鴻

助
教
授

●
一
月
二
十
日
（
土
）

第
一
セ
ッ
シ
ョ
ン

「
ア
ジ
ア
と
世
界
の
出
会
い

―
大
航
海
時
代
を
中
心
と
し
て

―
」
十
時
三
十
分
〜
十
六
時
三

十
分

千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
児

島
惟
謙
館
一
階
第
一
会
議
室

第
二
セ
ッ
シ
ョ
ン

「
島
社
会
と
外
界
と
の
文
化

邂
逅
―
日
本
・
台
湾
・
フ
ィ
リ

ピ
ン
―
」
十
時
〜
十
四
時

児

島
惟
謙
館
二
階
第
二
会
議
室

第
三
セ
ッ
シ
ョ
ン

「
食
文
化
を
通
し
て
み
た
ア

ジ
ア
・
世
界
の
出
会
い
」
十
四

時
〜
十
七
時
十
分

児
島
惟
謙

館
二
階
第
二
会
議
室

※
第
二
と
第
三
セ
ッ
シ
ョ
ン
は

同
一
会
議
室
で
連
続
し
て
開

催
。
問
い
合
わ
せ
は
研
究
所
事

務
室
（
�
０６
―

６
３
６
８
―

１
１

７
９
）
ま
で（

研
究
所
事
務
室
）

◆
文
学
部

昨
年
十
月
十
八
日
十
五
時
四

十
分
か
ら
、
な
に
わ
・
大
阪
文

化
遺
産
学
研
究
セ
ン
タ
ー
一
階

の
実
習
展
示
室
に
て
、
文
学
部

招
聘
研
究
者
の
フ
レ
ン
チ
ィ
エ

ス
カ
・
エ
ー
ム
ケ
氏
（
ケ
ル
ン

大
学
日
本
学
科
教
授
）
に
よ

り
、「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
新
再
発

見
さ
れ
た
大
坂
城
図
屏
風
」
を

テ
ー
マ
と
す
る
講
演
が
行
わ
れ

た
。

◆
経
済
学
部

昨
年
十
一
月
二
十
日
十
四
時

四
十
分
か
ら
第
二
学
舎
一
号
館

Ａ
五
〇
一
教
室
に
て
、「
日
本
の

経
済
社
会
シ
ス
テ
ム
変
革
―
三

位
一
体
改
革
と
こ
れ
か
ら
の
地

方
財
政
―
」
と
題
し
、
内
閣
府

官
房
審
議
官
経
済
社
会
シ
ス
テ

ム
担
当
で
あ
る
岡
本
全
勝
氏
に

よ
る
講
演
が
行
わ
れ
た
。

◆
総
合
情
報
学
部

昨
年
十
一
月
二
十
二
日
十
時

四
十
分
か
ら
高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス

Ｔ
Ｅ
ホ
ー
ル
に
て
、講
演
会
「
中

日
経
済
の
ゆ
く
え
―
中
国
民
営

企
業
と
日
本
企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス

を
中
心
に
―
」
が
開
催
さ
れ

た
。
拡
大
が
続
く
中
国
経
済
と

日
本
経
済
政
策
と
日
本
企
業
は

ど
の
よ
う
に
向
か
っ
て
い
く
の

か
に
つ
い
て
、
大
連
理
工
大
学

管
理
学
院
管
理
研
究
所
副
主
任

兪
明
南
教
授
に
よ
る
講
演
が
行

わ
れ
た
。

東
京
駅
近
く
の
ダ
イ
ヤ
八
重
洲
口

ビ
ル
に
あ
る
東
京
セ
ン
タ
ー
が
、
今

春
、
Ｊ
Ｒ
東
京
駅
日
本
橋
口
直
結
の

サ
ピ
ア
タ
ワ
ー
九
階
に
移
転
す
る
。

サ
ピ
ア
タ
ワ
ー
は
、
地
上
三
十
五

階
、
地
下
四
階
、
塔
屋
一
階
建
の
Ｊ

Ｒ
東
京
駅
直
結
の
新
た
な
ラ
ン
ド
マ

ー
ク
と
な
る
ビ
ル
で
あ
る
。

セ
ン
タ
ー
の
広
さ
も
従
来
の
二
百

二
十
九
平
方
�
か
ら
六
百
三
十
七
平

方
�
へ
と
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
し
、
サ

ー
ビ
ス
の
内
容
も
首
都
圏
で
の
就
職

活
動
の
拠
点
、
受
験
生
へ
の
入
試
情

報
の
発
信
拠
点
、
卒
業
生
や
父
母
の

活
動
サ
ロ
ン
、
産
学
官
の
異
業
種
交

流
の
基
地
と
し
て
、
ま
す
ま
す
充
実

す
る
こ
と
に
な
る
。

大
き
な
変
更
点
と
し
て
は
、

二
百
人
収
容
可
能
な
教
室
を
備

え
る
こ
と
に
よ
り
、
東
京
で
の

各
種
公
開
講
座
な
ど
の
開
催
が

可
能
と
な
る
。
就
職
活
動
で
東

京
を
訪
れ
る
際
は
、
今
春
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
す
る
新
し

い
東
京
セ
ン
タ
ー
に
ぜ
ひ
立
ち

寄
っ
て
ほ
し
い
。

中
之
島
セ
ン
タ
ー
で
は
、
法
科
大

学
院
「
リ
ー
ガ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
授

業
（
選
択
必
修
、
半
期
二
単
位
）
の

実
施
、
就
職
活
動
の
支
援
、
社
会
人

に
向
け
た
各
種
情
報
提
供
な
ど
を
行

っ
て
い
る
。

特
に
、「
リ
ー
ガ
ル
ク
リ
ニ
ッ

ク
」
に
つ
い
て
は
、
受
講
生
が
担
任

者
（
弁
護
士
）
と
同
席
し
て
市
民
か

ら
の
法
律
相
談
を
引
き
受
け
る
こ
と

に
よ
り
、実
務
関
連
科
目
と
し
て
「
生

き
た
法
律
問
題
」
に
接
し
、
依
頼
者

の
持
つ
問
題
解
決
を
図
る
た
め
に
法

律
的
知
識
を
応
用
し
て
問
題
解
決
能

力
を
養
う
と
と
も
に
、
本
学
が
社
会

に
貢
献
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
た
実
習

・
演
習
授
業
で
あ
る
と
い
え
る
。

昨
年
十
月
か
ら
司
法
制
度
改
革
の
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「
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本
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�
法
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業
務
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始
さ
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る
な
ど
、
司
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市
民
に
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っ
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身
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に
な
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あ
る
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法
律
相
談
の
場
と
し
て

の
中
之
島
セ
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ー
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重
要
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ま

す
ま
す
高
く
な
っ
て
い
る
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な
お
、
当
セ
ン
タ
ー
に
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開
設
以

来
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延
べ
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千
二
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十
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人
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人
び
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訪
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い
る
。
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市民の法律相談引き受け
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平成１９年（２００７年）１月９日第 ３４０ 号（３）



大学は、歴史的にこれまで教育と研究を本来の使命としてきた
が、社会情勢の変化とともに期待される役割も変化し、現在にお
いては、社会貢献を教育・研究に加えて大学の「第三の使命」と
して位置づけている。言うまでもなく、人材養成や学術研究それ
自体が我が国の発展に対する長期的観点からの社会貢献である
が、近年では、公開講座や研究成果の事業化・技術移転等、より
具体的・直接的な貢献が求められるようになっており、これがい
わゆる「第三の使命としての社会貢献」と考えられる。
なお、ここでいう「社会貢献」とは、地域コミュニティや福

祉・環境問題といったより広い意味での社会の発展への寄与と捉
えるべきである。大学においてはそれぞれの個性・特色に応じた
方法で社会への責務を果たしていくことが期待される。

関西大学は学是である「学
の実化」、即ち「学理と実際と
の調和」を理念に教育・研究
活動を充実させ、社会に優秀
な人材を輩出してきた。
昭和39（1964）年、松下

電器産業株式会社の創業者で
ある松下幸之助氏から建物の
寄贈を受けて工業技術研究所
を設置し、関西大学における
企業との協同研究を進め、産

学連携活動の礎を築いた。平成14（2002）年には、社会の多様
なニーズに対応するため、学部や学科の壁を越えた横断的な研究
活動の促進・拡大をめざす組織へと発展的に改組し、その名称を
先端科学技術推進機構と改め、産学官連携事業を積極的に推進し
てきた。
同年、特許庁の「大学知的財産アドバイザー派遣事業」の第１

期校に採択され、知的財産本部の構築と知財人材の育成を目的に
３か年にわたる検討を行い、高い評価を受けて終了することがで
きた。
この検討の結果、関西大学の個性と総合力を活かした体制を構

築するため、学長直轄の組織として、平成17（2005）年４月、
「社会連携推進本部」を発足させ、連携事業にかかる窓口の一本

化を図った。その傘下に、産学官連携事業の推進、知的財産の創
造・保護・活用を通じ、本学の研究成果を社会へ還元することを
目的とした「産学官連携・知財センター」と、教育、産業、文化、
まちづくりなどの分野において、社会との連携を図ることを目的
とした「地域連携センター」の2つのセンターを設置した。同本
部は、社会連携の基本方針を定め、知的創造を社会に活かすため
に大学がどのように社会連携を推進すべきか、その戦略を策定し、
大学の使命である「社会貢献」、開かれた大学としての役割、知
の創造拠点としての役割をより一層推し進めている。

「産学官連携・知財センター」は、先端科学技術推進機構のも
とで進めてきた産学官連携活動を積極的に展開し、連携事業の拡
大・推進を図るとともに、知的財産の創造、保護（権利化）、活
用といった知的創造サイクルの確立をめざしている。
「産学官連携・知財センター」では、東京国際フォーラム（イ

ノベーションジャパン）、大阪インテックス（知財マッチングフ
ェアー、建設技術展）をはじめ年間20カ所以上の会場で延べ約
50日間の展示・発表会を行い、本学が保有する技術や研究成果
を紹介し、企業等との連携を促進している。企業等からの技術相
談件数や学外共同研究、受託研究の件数も年々増加しており、産
学官連携活動が、さらなる研究活動の充実につながっている。
本学の産学官連携の拠点は、千里山キャンパスのほか、東大阪

市に大阪府が設置したものづくり支援施設「クリエイション・コ
ア東大阪」内に設置している産学官連携オフィス東大阪サテライ
トでは、「ものづくり連続セミナー」や「企業との技術にかかる
意見交換会」を開催し、参加企業ニーズの把握と本学の研究シー
ズのマッチングを図っている。また、東京センターや中之島セン
ターを活用した産学官連携事業も計画しているところである。
そうしたさまざまな取り組みから生まれた研究成果の権利化や

商品化および事業化に向けた積極的な活動を推進している。
本学の産学官連携の特徴として、現場密着型の産学連携である

ことが挙げられる。その代表的な例として、関西の多彩な企業の
集積地区である大阪東部地域で「八尾バリテク研究会」を３年前
に立ち上げ、研究会のメンバーである企業の工場に出向き、各企
業の抱える課題を研究し、改善を図る活動を行っている。課題は、
その事象のみを捉えていたのでは解決を図ることが難しく、加工
プロセスを含め現場を見学してはじめて課題解決の糸口が見えて
くるものである。また、大阪東部地域ではDLC（Diamond Like

Carbon）コーティングに
かかる「課題解決型連続
セミナー」を開催し、基
礎編、応用編そして実用
編と本学研究者のみなら
ず先端技術を研究する日
本の代表的な企業の研究
者も迎え事業化に向けた
講座を継続的に行ってい
る。この活動は、大阪だ
けにとどまらず、京都や
兵庫の周辺地域にまたが
り広範囲に展開している。
本学は、産学官連携の

ほか、他大学との連携、
各種学会･協議会との連携
についても積極的に推し
進め、異分野と連携を行
うことにより相互に補完

しあい、その成果を社会に還元しようとする取り組みも行ってい
る。一例として、大阪医科大学との包括的学術交流協定締結によ
る医工薬分野での連携が挙げられる。本学の持つ最先端技術と医

療を融合させ、最先端医療技術を確立する取り組みである。昨年
11月には同大学と医工連携シンポジウムを開催し、最先端医療
技術確立に向けた研究成果の発表と今後の研究テーマの確認を行
った。
先に述べた学外共同研究や受託研究、技術相談においては、こ

れまでも多くの企業や自治体との取り組みが実践されてきた。学
外共同研究や受託研究に関わる研究室の活動は、その研究成果が
企業において実用化されることで社会に還元されるとともに、企
業の方と共同研究を進める中で、学生諸君にとっても、実践的な
研究の機会を得ることであろう。本学では、大企業から中小企業
まで、年間120件を超える学外共同研究や受託研究が進められて
いる。

平成13（2001）
年に、国は第二期科
学技術基本計画を策
定し、大学等の研究
成果は大学等に帰属
することを明確にし
た。また、平成14
（2002）年には、
知的財産基本法を制
定し知的財産立国実
現と大学等の体制整
備推進計画を策定した。このような社会の変化の中で、本学は、
先にも述べたように、知的財産の発掘、権利化、維持、活用など
知的財産を取り扱う体制として「産学官連携・知財センター」を
設置した。
本学の知的財産は年々増加し、特許出願の件数においては、現

在では、他大学に引けをとらない状況となった。本学が保有する
これらの知的財産を企業に移転するため、産学官連携・知財セン
ターでは、技術移転にかかる交渉を企業と行い、また、事業化に
向けた技術支援を行っている。すでに本学の知的財産を活用した
商品が市場に出回るようになった。
知的財産を活用することにより、企業からもたらされるロイヤ

リティー収入や知的財産を核とした産学連携活動によって学外共
同研究、受託研究が促進されることで、「知的創造サイクル」が
確立されるのである。
平成17（2005）年度は、知的財産化について検討する機関で

ある発明委員会を約30回開催し、多様な分野からの特許化が試
みられた。また、昨年10月に本学学生を対象とした「知的財産
セミナー」（近畿経済産業局、NPO法人KGC共催）を開催したと
ころ、定員を上回る参加があり、研究者だけでなく、学生諸君の
「知的財産」についての関心の高さをうかがうことができた。

「地域連携センター」
では、従来から取り組
んできた多岐にわたる
本学と地域との連携事
業の窓口を一元化し
て、ノウハウの蓄積に
努め、より効率的な連
携事業を推進するた
め、具体的な活動に取
り組んでいる。すでに吹田市、高槻市、八尾市、明日香村、株式
会社りそな銀行、株式会社三井住友銀行、そして阪和興業株式会
社と包括的連携に係る協定や産学連携に係る協定を締結し、教育、
文化、産業をはじめ多岐にわたる分野において相互の発展・充実
をめざしている。
地域に根ざした課題について、今年度は３回のシンポジウムを

実施した。テーマとして、①「明日香の原風景を求めて」、②
「格差社会を考える」、そして、③「安全・安心のできる地域社会
の構築に向けて」を取り上げたところ、各回ともに多数の参加が
あり本学の取り組みに対する関心が高まったことは、今後の連携
活動への展開に励みとなった。
明日香村では、本学の飛鳥文化研究所・植田記念館を会場に明

日香村立明日香小学校の生徒を中心とした飛鳥ホタルの保存に関
する自然学習会が催された。
また、ボランティアセンターの協力を得て、明日香村のスタッ

フと本学学生とが協働して、飛鳥川の環境整備並びに村制50周
年の植栽事業を行うことができた。
このように、これからも地域のニーズを把握し、学生や大学院

生をも含めた関係が深められるシステムを視野に入れた連携活動
として充実させていきたいと考えている。

内閣府、文部科学省、
経済産業省など政府関係
機関では、産学官連携に
対するさまざまな施策が
とられ、平成15年前後
から景気回復の誘引力と
して取り組まれ、今日の
自動車業界に代表される
製造業の活性化などによ
っていざなぎ景気を上回
る経済状況になったとま

でいわれている。社会連携を考えるとき、大学は、どうあるべき
か。ある大学では、拡大路線を、ある大学では、地域密着型の連
携をと多様な連携が行われている。
特に、大学との連携による学外共同研究や受託研究では、有用

性や新規性のある商品開発への期待はもとより、最近では、
1990年代前半に発生した米国での一企業の不祥事が市場に大き
な影響を与えたことを契機とする企業の社会的責任（CSR＝
Corporate Social Responsibility）への取り組みが、商品価値に
影響を与えるようになった。例えば、地球環境問題では、1992
年の国連地球サミットで具体的に取り上げられ、また日本では、
1993年に制定された環境基本法等の「循環型社会」の考え方を
基礎として、日本の社会構造のあり方が見直された。1997年地
球温暖化防止京都会議で議決された京都議定書は、その後の二酸
化炭素などの排出量など地球温暖化防止に対する目標が設定さ
れ、企業活動や社会生活での地球環境問題が再認識される契機と
なり、その取り組み度合いが、商品の付加価値となった。大学と
の連携の中でも、そうした社会性の観点での有利性、新規性が取
り上げられる機会が増えている。また、技術開発について、持続
可能な開発（サステイナブル・ディベロップメント：
Sustainable Development）、すなわち、将来を担う世代の利益
や要求を充足する能力を損なわない範囲内で環境を利用し、要求
を満たしていこうとする理念に基づいた技術開発が求められてい
る。これからは、単に技術開発という一方向だけでなく、社会性
や、環境など多面的な検証が必要となり、その検証過程での産学
官連携における役割と期待が高まると考える。
関西大学は、総合大学という多面的な教育研究環境を備えてい

る優位性を活かして、さらに今後の社会のニーズに合致した社会
連携を推進したいと考えている。
本学の学生諸君においては、学生生活や学習・研究活動を通じ

て、また卒業後も、生涯を通じて関西大学を活用し、社会貢献、
社会連携活動をより身近に感じ、「21世紀型知識基盤社会」の一
員であるという姿勢をもって、積極的な関わりを継続するよう願
うものである。

はじめに
step1

関西大学の社会連携
step2

知的財産化への取り組み
step4

地域連携センター
step5

これからの社会連携
step6

産学官連携・知財センター
step3

１.本学の理念に基づき、本学の資源と学外の資源との融合に
より、新たな知の創出と活用を戦略的かつ効果的に推進す
ることにより、我が国の社会、産業の発展に貢献する。

２.学術研究成果を知的財産化し、それを産業界等に積極的に
技術移転することを通じ、本学における教育と研究の社会
的付加価値を高める。

３.共同研究・受託研究の実施、技術相談などによる産業界と
の持続的な連携を効果的に推進する。

４.研究成果を基礎としたベンチャー企業創出を支援し、新産
業の創出に寄与する。

５.公的機関・地方自治体・企業との連携を推進することで、
実践的な教育を通して社会の発展に寄与できる人材を育成
する。

６.地域社会との連携の中心的拠点として、本学及び地域社会
が有する知的・人的資源を相互に活用し、本学及び地域社
会の相互の発展に寄与する。

関西大学社会連携基本方針

各
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発
表
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学 長

社会連携推進本部

産学官連携・知財センター

企業 TLO等

連携 連携

自治体等

地域連携センター

知的財産を活用して開発され、企業により商
品化された環境に配慮した抗菌カーペット
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講
し
ま
す
。

「
法
科
大
学
院
入
試
対
策
講

座
」
で
は
、「
応
用
演
習
コ
ー

ス
」
で
答
練
回
数
を
増
や
し
、

「
法
律
科
目
試
験
答
案
練
習
コ

ー
ス
」
で
は
、
答
練
に
特
化
し

た
内
容
と
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ

れ
よ
り
実
践
的
な
対
策
で
法
科

大
学
院
の
入
学
を
め
ざ
し
ま

す
。情

報
処
理
講
座

「
オ
フ
ィ
ス
・
マ
ス
タ
ー
」

称
号
を
取
得
可
能
な
コ
ー
ス

を
開
講

『
情
報
処
理
講
座
』
で
は
、

「
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
オ
フ
ィ
ス

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
コ
ー
ス
」
と

し
て
「
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ

２
０
０

３

Ｅ
ｘ
ｐ
ｅ
ｒ
ｔ
」「
Ｗ
ｏ
ｒ

ｄ

２
０
０
３

Ｅ
ｘ
ｐ
ｅ
ｒ

ｔ
」「
Ｐ
ｏ
ｗ
ｅ
ｒ
Ｐ
ｏ
ｉ
ｎ
ｔ

２
０
０
３
」、「
Ａ
ｃ
ｃ
ｅ
ｓ

ｓ

２
０
０
３
」
を
開
講
し
ま

す
。
前
記
四
科
目
全
て
の
試
験

に
合
格
す
る
こ
と
で
「
オ
フ
ィ

ス
・
マ
ス
タ
ー
」
の
称
号
を
取

得
で
き
ま
す
（
四
試
験
の
バ
ー

ジ
ョ
ン
が
異
な
る
場
合
は
「
オ

フ
ィ
ス
・
マ
ス
タ
ー
」
は
取
得

で
き
ま
せ
ん
）。
就
職
活
動
に
お

い
て
自
分
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
強

力
な
ア
イ
テ
ム
と
な
る
で
し
ょ

う
。簿

記
検
定
講
座

日
常
生
活
か
ら
企
業
経
営

ま
で
あ
ら
ゆ
る
場
面
で

必
須
の
ス
キ
ル

授
業
内
容
の
さ
ら
な
る
充
実

を
図
る
た
め
、
授
業
回
数
を
増

や
し
ま
し
た
。

※
第
百
十
四
回
日
商
簿
記
検
定

試
験
三
級
合
格
率
七
十
六
・
六

％
（
リ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
団
体
申

込
者
）

公
認
会
計
士
入
門
講
座

簿
記
二
級
の
学
習
経
験
が

あ
る
方
は
、
公
認
会
計
士
に

挑
戦新

試
験
制
度
に
向
け
て
必
須

科
目
の
う
ち
、
財
務
会
計
論
、

管
理
会
計
論
、
企
業
法
の
入
門

講
義
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
会

計
専
門
職
大
学
院
進
学
を
め
ざ

す
人
に
と
っ
て
も
、
基
礎
学
力

を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る

内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

税
理
士
講
座

税
務
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

を
め
ざ
す

税
理
士
試
験
の
必
須
科
目
で

あ
る
「
簿
記
論
」
と
「
財
務
諸

表
論
」
の
二
コ
ー
ス
を
設
け
、

早
期
合
格
を
め
ざ
し
ま
す
。

英
語
講
座

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
�

テ
ス
ト
対
策

コ
ー
ス
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
�

テ

ス
ト
対
策
コ
ー
ス
を
設
け
て

い
ま
す

「
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
�

テ
ス
ト
対

策
コ
ー
ス
」
は
千
里
山
・
天
六

の
両
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
講
し
、

夏
期
集
中
ク
ラ
ス
（
千
里
山
キ

ャ
ン
パ
ス
で
開
講
）
も
設
け
て

い
ま
す
。
こ
の
コ
ー
ス
で
は
、

就
職
や
昇
進
の
際
に
重
視
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
�

テ
ス
ト
の
ス
コ
ア
ア
ッ
プ
を
め

ざ
し
ま
す
。

「
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
�

テ
ス
ト
対

策
コ
ー
ス
」
は
天
六
キ
ャ
ン
パ

ス
で
開
講
し
、
留
学
を
主
眼
に

お
い
て
総
合
的
な
英
語
力
の
向

上
を
め
ざ
し
ま
す
。
講
座
内
で

行
う
授
業
は
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
�

Ｉ

Ｔ
Ｐ
テ
ス
ト
（
模
擬
テ
ス
ト
）

対
策
と
な
り
ま
す
。

マ
ス
コ
ミ
試
験
対
策
講
座

早
期
か
ら
対
策
を
開
始

『
マ
ス
コ
ミ
試
験
対
策
講

座
』
は
、「
新
聞
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
」「
出
版
・
広
告
」「
放

送
」
の
業
界
別
に
ク
ラ
ス
を
編

成
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
対
策
に
沿

っ
た
講
義
を
六
月
か
ら
行
い
ま

す
。資

格
講
座

就
職
時
に
限
ら
ず
威
力
を

発
揮
す
る
資
格
講
座

年
功
序
列
制
度
が
崩
壊
し
能

力
主
義
が
一
般
化
し
た
今
日
、

将
来
を
見
据
え
た
「
資
格
取

得
」
は
、
就
職
、
昇
進
、
転
職

時
に
自
分
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る

大
き
な
武
器
と
な
り
ま
す
。「
総

合
旅
行
」、「
通
関
士
」、「
宅
地

建
物
取
引
主
任
者
」、「
社
労

士
」、「
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・

プ
ラ
ン
ナ
ー
（
Ａ
Ｆ
Ｐ
＋
二
級

Ｆ
Ｐ
技
能
士
）」、「
弁
理
士
」
な

ど
の
各
種
資
格
の
取
得
を
め
ざ

す
講
座
を
多
彩
に
展
開
し
て
い

ま
す
。

「
講
座
案
内
（
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
）」
を
学
内
随
所
に
配
架
中

各
講
座
、
コ
ー
ス
の
概
要
を

掲
載
し
た
「
講
座
案
内
（
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
）」
を
リ
ー
ド
セ
ン
タ

ー
事
務
室
を
は
じ
め
、
Ｉ
Ｔ
セ

ン
タ
ー
、
図
書
館
、
キ
ャ
リ
ア

セ
ン
タ
ー
、
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ

ョ
ン
ロ
ビ
ー
な
ど
、
学
内
随
所

に
配
架
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
手
に
取
っ
て
ご
覧
く
だ

さ
い
。

リ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
事
務
室
は
、

第
三
（
社
会
学
部
）
学
舎
三
号
館
に
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
リ
ー
ド
セ

ン
タ
ー
事
務
室
へ

�
０
１
２
０
―

３
６
８
―

１

５
０
（
天
六
）

�
０
６
―

６
３
６
８
―

０
７

２
１
（
千
里
山
）

リ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
で

は
、
千
里
山
、
天
六
の
両

キ
ャ
ン
パ
ス
事
務
室
で
、

受
講
相
談
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

平成１９年度 開講講座の概要
（各講座・コースの詳細は学内随所に配架している講座案内をご覧ください。）

１月１０日（水）１２：１０～受付開始
講座・コース名 概 要 開講場所

英
語
講
座

TOEIC�テスト
対策コース

６５０点目標クラス

社会で評価される英語力の指針

千里山
５５０点目標クラス

７５０点目標クラス

天六
６５０点目標クラス

TOEFL�テスト
対策コース

５５０点目標クラス
留学前に必須スコアをGET

５００点目標クラス

情
報
処
理
講
座

パソコン検定４級コース パソコンを基礎から学び、最終日には資格をGET

天六
Excel パーフェクトコース Excel のスペシャリストをめざす

マイクロソフト オフィス
スペシャリストコース Excel ２００３ 最終日にその場で受験できる

マイクロソフト社主催の認定資格

システムアドミニストレータ・コース ユーザーの立場から情報化を推進する有望資格
千里山

基本情報技術者試験対策コース プログラム設計までを体系的に学習

公
務
員
講
座

教養対策講座 教養直前コース
（２００７年度試験対応） 直前に教養科目を総ざらい

千里山
国�・地方上級対策講座

主要５科目コース〈入門編あり〉

国�・地方上級合格をめざす主要５科目コース〈入門編なし〉

経済原論

土木職対策講座 土木職公務員をめざす

技術系対策講座 エンジニアとして政策参画

国�対策講座 法律職・経済職・行政職 国家を動かす�キャリア�をめざそう

司
法
講
座

法科大学院入試
対策講座

基礎コースA 法律家へのファーストステージ

千里山

基礎コースＢ 法律家へのセカンドステージ

応用演習コース 考える力と書く力を自分のものに

法律科目試験答案練習コース 法科大学院への最終ステージ

適性試験対策直前模試コース 法科大学院入試に向けてスタートダッシュ

司法書士対策講座 「街の法律家」をめざす
講
座
群

会
計
職

簿記検定講座
３級対策コース

ビジネスリーダーの必須能力 千里山
２級対策コース

総合旅行業務取扱管理者講座
国内・総合コース

旅行業界への必携パスポート

天六

総合コース

通関士講座 国際物流のカギを握る国家資格

宅地建物取引主任者講座 金融、不動産をはじめ、あらゆる企業で求められる資格

ファイナンシャル・プランナー講座(AFP＋２級FP技能士） 個人資産運用提案のプロをめざす

色彩検定講座 １・２・３級対策コース 色彩の知識があなたの活躍の場を広げる

弁理士講座 先端技術を支える知的財産のエキスパートをめざす

千里山マスコミ試験
対策講座

新聞・ジャーナリストクラス

業界別クラスで早期に的確な対策を出版・広告クラス

放送クラス

４月１６日（月）１０：３０～受付開始
公務員講座 心理職対策講座 国�・地方上級の心理職、家裁調査官、法務教官をめざす 千里山

６月２０日（水）１２：１０～受付開始

英
語
講
座

TOEIC�
テスト対策
コース

６５０点目標クラス

社会で評価される英語力の指針

千里山
５５０点目標クラス

７５０点目標クラス
天六

６５０点目標クラス

夏期集中
ビギナークラス

千里山
ステップアップクラス

情
報
処
理
講
座

パソコン検定４級コース パソコンを基礎から学び、最終日には資格をＧＥＴ

天六

パソコン検定３級コース 最終日には資格をＧＥＴ

Excel パーフェクトコース Excel のスペシャリストをめざす

マイクロソフト オフィス
スペシャリストコース

Excel ２００３

最終日にその場で受験できる
マイクロソフト社主催の認定資格

Word ２００３

Excel２００３Expert

Word２００３Expert

PowerPoint２００３
オフィス・マスターの称号認定の必須アイテム

Access ２００３

公
務
員
講
座

教養対策講座
教養夏期集中コース 早期学習で教養科目を得点源にしよう

千里山

文章理解・資料解釈対策コース 文章理解・資料解釈を克服しよう

国�・地方上
級対策講座

数的処理
国�・地方上級合格をめざす

専門得点アップコース１

国�対策講座 刑法 裁判所事務官の合格をめざそう

講
座
司
法 法科大学院入試対策講座 適性試験対策コース 適性試験で高得点をめざす 千里山

会計職講座群

簿記検定講座 ３級対策コース ビジネスリーダーの必須能力

千里山
公認会計士入門講座 早期学習で現役合格をめざす

税理士講座
簿記論コース

税務・会計のプロをめざす
財務諸表論コース

社会保険労務士講座 人事・労務管理のプロをめざす
天六

色彩検定講座 １級対策コース 色彩の知識があなたの活躍の場を広げる

１２月１日（土）１０：３０～受付開始

公
務
員
講
座

教養対策講座
教養得点アップ＆論作文対策コース 社会科学を効果的に学習する

千里山

教養直前コース（２００８年度試験対応） 直前に教養科目を総ざらい

国�・地方上級
対策講座

面接対策コース

国�・地方上級合格をめざす専門得点アップコース２

主要５科目演習コース

会計職講座群 簿記検定講座 ２級対策コース ビジネスリーダーの必須能力 千里山

受講申込受付場所・期間・取扱時間
キャンパス 受付場所 受付期間 取扱時間

天六キャンパス エクステンション・
リードセンター事務室 １月１０日（水）～ 随時（日祝を除く） １３：３０～２０：００

千里山キャンパス
エクステンション・リー
ドセンター千里山キャン
パス事務室

１月１０日（水）～ 随時（日祝を除く） １０：３０～２１：００
※

高槻キャンパス 高槻キャンパスオフィス １月１０日（水）～ 随時（土日祝を除く） １０：００～１６：００
※１月１０日（水）における千里山キャンパスの受付開始は１２：１０から行います。また、１月１５日（月）～１月２７日（土）の期間は
窓口業務時間が１０：３０～１８：００に変更となります。

一
月
十
日
以
降
、受
け
付
け
を
開
始

平成１９年度

１１５５講座を開講

（６）平成１９年（２００７年）１月９日第 ３４０ 号
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関関西西大大学学アアイイススアアリリーーナナ

たただだ今今フフルル稼稼働働採
択
採
択
採採
択択

������

������

う
ぷ

財
団
法
人
学
生
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
が
主
催
す
る
「
平
成
十

八
年
度
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
助
成
事
業
」
に
児
童
文
化
実

践
サ
ー
ク
ル
「
う
ぷ
」
の
活
動

が
採
択
さ
れ
た
。

こ
の
事
業
は
、「
自
由
な
発
想

と
行
動
力
に
よ
っ
て
社
会
貢
献

を
実
践
し
て
い
る
学
生
団
体
を

経
済
的
に
支
援
し
、
自
発
的
社

会
参
加
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

育
成
す
る
」
こ
と
を
目
的
に
募

集
さ
れ
て
お
り
、
全
国
で
約
三

十
団
体
に
助
成
金
十
万
円
が
交

付
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

「
う
ぷ
」
は
、
長
年
、
吹
田

市
内
の
小
学
校

や
児
童
関
連
施

設
へ
の
訪
問
を

行
っ
て
お
り
、

地
域
に
根
付
い

た
活
動
を
継
続

し
て
い
る
。
主

な
活
動
と
し

て
、
学
童
保
育

学
級
を
順
次
訪

問
し
手
作
り
紙

芝
居
の
上
演
や

ゲ
ー
ム
の
実

施
、
地
域
の
子

ど
も
会
や
団
体

か
ら
の
公
演
依
頼
を
積
極
的
に

受
け
る
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
行
っ
て
お
り
、
毎
回
好

評
を
得
な
が
ら
地
域
へ
の
貢
献

を
果
た
し
て
い
る
。

学
生
セ
ン
タ
ー
と
し
て
も
、

本
学
の
課
外
活
動
団
体
が
、
学

外
で
評
価
さ
れ
る
こ
と
を
大
変

喜
ば
し
く
感
じ
て
お
り
、
今
後

も
多
く
の
団
体
や
学
生
諸
君
が

活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待

す
る
。

（
学
生
セ
ン
タ
ー
）

昨
年
は
高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
に

学
外
か
ら
の
来
訪
者
が
多
い
年

だ
っ
た
。
七
月
に
は
、
関
西
大

学
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
の
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
招
待
客
を

高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
に
迎
え
た
。

そ
し
て
、
十
一
月
の
晴
天
に
恵

ま
れ
た
連
休
三
日
間
に
開
催
さ

れ
た
日
本
教
育
工
学
会
第
二
十

二
回
全
国
大
会
に
は
、
各
地
か

ら
多
数
の
研
究
者
が
会
場
の
総

合
情
報
学
部
に
集
い
、
高
槻
キ

ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
学
会

の
中
で
も
過
去
最
大
規
模
の
延

べ
千
五
百
人
の
参
加
者
だ
っ

た
。ま
た
、受
験
生
を
対
象
と
し

た
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
も
、

毎
年
恒
例
の
八
月
の
サ
マ
ー
キ

ャ
ン
パ
ス
に
加
え
て
、
高
槻
で

初
め
て
十
一
月
に
オ
ー
タ
ム
キ

ャ
ン
パ
ス
が
開
催
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
今
年
一
月
に
は
新

た
な
訪
問
者
が
高
槻
キ
ャ
ン
パ

ス
に
来
る
。

高
槻
市
の
小
学
生
で
あ
る
。

関
西
大
学
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
完

成
後
に
高
槻
市
民
へ
の
施
設
開

放
と
し
て
、
市
内
の
小
・
中
学

校
が
本
学
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
を

校
外
学
習
の
場
と
し
て
利
用
す

る
。
教
育
委
員
会
を
通
じ
て
利

用
す
る
学
校
が
決
ま
り
、
一
月

は
南
大
冠
小
学
校
六
年
生
の
二

ク
ラ
ス
と
北
清
水
小
学
校
五
年

生
の
二
ク
ラ
ス
、
二
月
、
三
月

に
も
各
小
学
校
の
校
外
学
習
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。

大
学
の
体
育
施
設
を
高
槻
市

民
に
開
放
す
る
こ
と
は
こ
れ
が

初
め
て
で
は
な
い
。
毎
年
五
月

に
は
高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
祭
の
行

事
の
一
つ
と
し
て
、
地
域
の
小

学
生
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
を
第
一

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
招
待
す
る
ほ

か
、
第
三
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
関
大

一
高
と
阿
武
野
高
校
に
よ
る
親

善
試
合
が
行
わ
れ
て
い
る
。
Ｊ

リ
ー
ガ
ー
、
プ
ロ
野
球
選
手
な

ど
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
育
ま

れ
る
子
供
達
の
夢
に
は
限
り
が

な
い
。
一
月
か
ら
始
ま
る
ア
イ

ス
ア
リ
ー
ナ
で
の
校
外
学
習
を

き
っ
か
け
と
し
て
、
将
来
ス
ケ

ー
ト
選
手
を
希
望
す
る
子
供
た

ち
も
増
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

数
年
後
に
、
今
の
子
供
た
ち

が
関
西
大
学
の
学
生
と
な
っ

て
、
高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
や
千
里

山
キ
ャ
ン
パ
ス
に
通
学
す
る
姿

を
想
像
し
て
み
よ
う
。
次
の
世

代
で
関
西
大
学
を
担
う
力
と
な

る「
未
来
の
後
輩
た
ち
」を
地
域

と
と
も
に
育
て
て
い
き
た
い
。

（
高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
グ
ル
ー
プ
）

「
関
西
大
学
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
」
は
、

日
本
で
初
め
て
大
学
が
所
有
す
る
国
際
競

技
規
格
を
満
た
す
通
年
型
ア
イ
ス
ス
ケ
ー

ト
リ
ン
ク
と
し
て
、
昨
年
七
月
十
三
日
に

竣
工
し
た
。
竣
工
以
来
、
各
競
技
団
体
を

は
じ
め
都
道
府
県
ス
ケ
ー
ト
連
盟
、
マ
ス

コ
ミ
、
自
治
体
関
係
者
な
ど
か
ら
の
問
い

合
わ
せ
や
視
察
、
取
材
の
依
頼
も
多
く
、

全
国
か
ら
注
目
さ
れ
て
お
り
関
心
の
高
さ

が
う
か
が
え
る
。

施
設
の
利
用
は
、
大
学
行
事
、
正
課
体

育
、
本
学
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部
、
ア
イ
ス

ス
ケ
ー
ト
部
お
よ
び
第
一
高
等
学
校
ア
イ

ス
ホ
ッ
ケ
ー
部
の
拠
点
と
し
て
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
他
大
学
の
練
習
や
公
式
試
合

に
も
開
放
し
、
そ
の
利
用
時
間
帯
は
早
朝

か
ら
深
夜
に
ま
で
に
至
り
、
フ
ル
稼
働
の

状
況
で
あ
る
。
ま
た
、
関
西
大
学
ア
イ
ス

ア
リ
ー
ナ
は
高
槻
市
と
の
連
携
を
図
る
べ

く
近
隣
の
小
・
中
学
校
の
校
外
学
習
活
動

の
場
と
し
て
も
利
用
さ
れ
、
社
会
貢
献
の

一
翼
を
担
っ
て
い
る
。

（
高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
事
務
チ
ー
ム
）

『
平
成
十
五
年
度
学
生
生
活

実
態
調
査
』
か
ら
、
キ
ャ
ン
パ

ス
内
で
の
学
生
の
マ
ナ
ー
が
最

も
悪
い
と
思
わ
れ
る
項
目
を
順

に
挙
げ
て
み
る
と
、
�
「
授
業

中
の
私
語
」、
�
「
喫
煙
マ
ナ

ー
」、
�
「
授
業
中
の
携
帯
電

話
」
、
	
「
食
堂
で
の
マ
ナ

ー
」、


「
ゴ
ミ
の
捨
て
方
」、

�
「
学
内
・
大
学
周
辺
の
路
上

駐
車
」
と
な
る
。

高
校
時
代
に
は
守
る
こ
と
が

で
き
て
い
た
マ
ナ
ー
や
モ
ラ
ル

が
大
学
生
に
な
る
と
、
守
れ
な

く
な
る
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。

昨
年
四
月
以
降
、
学
内
で
の
マ

ナ
ー
の
悪
さ
が
目
立
つ
よ
う
に

な
っ
た
。
ま
た
、
キ
ャ
ン
パ
ス

の
内
外
で
学
生
諸
君
が
事
件
や

事
故
に
巻
き
込
ま
れ
る
だ
け
で

な
く
、
事
件
を
引
き
起
こ
す
ケ

ー
ス
も
例
年
以
上
に
増
え
て
き

て
い
る
。

昨
今
の
マ
ス
コ
ミ
等
の
報
道

に
お
い
て
も
、
大
学
生
の
マ
ナ

ー
の
悪
さ
や
モ
ラ
ル
の
低
下
が

話
題
に
な
っ
て
お
り
、
本
学
も

そ
の
例
外
で
は
な
い
。
一
人
ひ

と
り
の
意
識
が
非
常
に
低
く
な

っ
て
い
る
よ
う
で
、「
大
学
生
は

も
う
大
人
」
と
い
う
考
え
は
既

に
崩
れ
去
り
、
昔
の
言
葉
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

「
マ
ナ
ー
」、「
モ
ラ
ル
」

も
、
そ
の
捉
え
方
や
考
え
方

は
、
時
代
と
と
も
に
変
わ
り
ゆ

く
も
の
で
あ
る
の
か
も
れ
し
れ

な
い
が
、
そ
の
根
底
に
は
「
人

を
思
い
や
る
」、「
人
の
立
場
に

立
っ
て
考
え
、
振
舞
う
」
と
い

う
気
持
ち
が
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
何

が
悪
い
こ
と
な
の
か
、
自
分
の

ど
の
よ
う
な
行
動
が
他
人
に
迷

惑
を
か
け
る
の
か
、
と
い
う
善

悪
の
判
断
は
常
識
的
な
社
会
人

と
し
て
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

学
生
諸
君
に
は
、
あ
ら
た
め
て

自
覚
を
促
し
た
い
。

学
生
諸
君
は
、
学
年
末
試
験

が
終
了
す
る
と
約
二
カ
月
間
の

休
み
に
入
る
。
こ
の
間
に
ぜ
ひ

こ
の
「
マ
ナ
ー
」
や
「
モ
ラ

ル
」
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
い

た
い
。
そ
の
こ
と
が
ま
た
、
マ

ル
チ
商
法
、
カ
ル
ト
宗
教
、
違

法
薬
物
乱
用
等
の
被
害
（
ま
た

は
加
害
）
か
ら
自
ら
を
守
る
こ

と
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
新
学
年
を
迎
え
る
四

月
に
は
、
よ
り
成
長
し
た
姿
を

見
せ
て
ほ
し
い
。

（
学
生
セ
ン
タ
ー
）

本
学
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
奨
学

金
制
度
が
あ
る
が
、
今
回
は
返

還
義
務
の
な
い
財
団
給
付
奨
学

金
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

財
団
給
付
奨
学
金
と
は
企
業

や
篤
志
家
か
ら
の
寄
付
に
よ
る

基
金
な
ど
に
よ
り
運
営
さ
れ
て

い
る
奨
学
金
で
、
詳
細
は
財
団

に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
受
給
資

格
は
概
ね
「
学
業
・
人
物
と
も

に
優
秀
で
、
学
費
の
支
弁
が
困

難
と
認
め
ら
れ
る
者
」
と
な
っ

て
い
る
。

財
団
か
ら
指
定
を
受
け
た
全

国
の
大
学
の
学
生
が
給
付
奨
学

金
の
援
助
を
受
け
て
学
業
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
本
学
で
も
約

三
十
の
奨
学
財
団
か
ら
毎
年
優

秀
な
学
生
が
援
助
を
受
け
て
い

る
。
二
〇
〇
六
年
度
は
新
入
生

二
十
人
、
上
位
年
次
生
十
七
人

が
新
し
く
採
用
さ
れ
、
現
在
百

二
十
人
余
り
の
学
生
が
財
団
給

付
奨
学
金
を
受
け
て
い
る
。

募
集
時
期
は
春
季
の
年
一
回

で
、
来
年
度
の
募
集
の
詳
細
は

二
〇
〇
七
年
一
月
下
旬
に
配
付

予
定
の
『
民
間
奨
学
財
団
・
地

方
自
治
体
等
奨
学
金
の
案
内
』

に
掲
載
さ
れ
る
の
で
、
ぜ
ひ
一

読
願
い
た
い
。
学
生
諸
君
の
積

極
的
な
出
願
を
期
待
し
て
い

る
。

（
学
生
生
活
課
）

今
回
募
集
す
る
業
績
部
門
は
、
課
外
活
動
や
自
主

活
動
に
お
い
て
、
優
れ
た
実
績
を
残
し
た
学
生
を
評

価
し
、
奨
励
金
を
も
っ
て
支
援
す
る
も
の
で
あ
る
。

次
の
要
領
で
募
集
す
る
の
で
、
学
生
諸
君
に
は
ふ
る

っ
て
応
募
し
て
ほ
し
い
。

【
応
募
要
領
】

応
募
資
格
関
西
大
学
に
在
学
す

る
学
生
ま
た
は
所
属
す
る
団
体

の
う
ち
、
文
化
、
学
術
、
福

祉
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
の

分
野
に
お
い
て
、
優
れ
た
業
績

を
あ
げ
た
個
人
ま
た
は
団
体

応
募
方
法
所
定
の
「
業
績
報
告

書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
窓
口
へ
提
出

募
集
期
間
平
成
十
九
年
一
月
九

日
（
火
）
〜
一
月
三
十
一
日

（
水
）

対
象
期
間
平
成
十
八
年
一
月
一

日
〜
平
成
十
八
年
十
二
月
三
十

一
日

奨
励
金
○
個
人
二
十
万
円
を

上
限
と
し
て
業
績
内
容
に
よ
り

決
定

○
団
体
業
績
内
容
に
よ
り
決
定

【
参
考
昨
年
度
採
択
業
績
（
十

一
件
中
七
件
）】

○
文
化
会
・
学
術
研
究
会
合
同

機
関
誌
「
誠
」
の
創
刊

○
上
月
ス
ポ
ー
ツ
・
教
育
財
団

ベ
ン
チ
ャ
ー
支
援
事
業
努
力
賞

受
賞

○
デ
ィ
ベ
ー
ト
全
国
大
会
優
勝

○
自
主
制
作
映
画
「
ガ
ー
デ

ン
」
放
映

○
世
界
の
貧
困
居
住
問
題
の
改

善
、
家
屋
建
築
の
お
手
伝
い

○
児
童
養
護
施
設
に
お
け
る
継

続
的
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

○
Ｉ
Ｓ
Ｆ
Ｊ
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム

二
〇
〇
四

優
秀
論
文
賞
受
賞

詳
細
は
、
学
生
生
活
課
ま
た

は
高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
オ
フ
ィ
ス

各
窓
口
ま
で
問
い
合
わ
せ
の
こ

と
。

（
学
生
生
活
課
）

○
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
部

昨
年
十
二
月
三
日
、
長
野
市

ビ
ッ
グ
ハ
ッ
ト
で
行
わ
れ
た
フ

ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
の
グ
ラ
ン

プ
リ
シ
リ
ー
ズ
第
六
戦
Ｎ
Ｈ
Ｋ

杯
で
、
�
橋
大
輔
さ
ん
（
文

三
）
が
優
勝
、
織
田
信
成
さ
ん

（
文
二
）
が
準
優
勝
し
た
。
こ

の
結
果
、
二
人
は
十
二
月
十
四

日
か
ら
ロ
シ
ア
・
サ
ン
ク
ト
ペ

テ
ル
ブ
ル
グ
で
行
わ
れ
た
グ
ラ

ン
プ
リ
フ
ァ
イ
ナ
ル
へ
の
出
場

権
を
獲
得
し
、
そ
れ
ぞ
れ
二
位

と
三
位
に
入
賞
し
た
。

○
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部

昨
年
十
一
月
二
十
五
日
に
実

施
さ
れ
た
関
西
学
生
ア
イ
ス
ホ

ッ
ケ
ー
リ
ー
グ
で
ア
イ
ス
ホ
ッ

ケ
ー
部
が
同
志
社
大
学
を
一
―

〇
で
破
り
、
二
年
連
続
十
六
回

目
の
優
勝
を
飾
っ
た
。

○
サ
ッ
カ
ー
部

昨
年
十
一
月
十
九
日
に
加
古

川
陸
上
競
技
場
で
行
わ
れ
た
二

〇
〇
六
年
度
関
西
学
生
サ
ッ
カ

ー
リ
ー
グ（
秋
季
リ
ー
グ
）で
、

サ
ッ
カ
ー
部
が
京
都
産
業
大
学

を
二
―
一
で
破
り
優
勝
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
第
五
十
五
回
全

日
本
大
学
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大

会
へ
の
出
場
資
格
を
得
た
。

○
自
動
車
部

昨
年
十
一
月
十
九
日
に
開
催

さ
れ
た
二
〇
〇
六
年
度
全
日
本

学
生
自
動
車
運
転
競
技
選
手
権

大
会
で
男
子
団
体
の
部
優
勝
、

男
子
小
型
乗
用
の
部
Ａ
で
馬
場

祐
作
さ
ん
（
社
三
）
が
優
勝
、

男
子
小
型
乗
用
の
部
Ｂ
で
山
下

祐
一
さ
ん
（
工
四
）
が
優
勝
、

男
子
小
型
貨
物
の
部
Ａ
で
山
本

信
彦
さ
ん
（
社
三
）
が
二
位
に

入
賞
し
た
。

尾
崎

弘
（
お
ざ
き
・
ひ
ろ

し
�
元
工
学
部

教
授
）

平
成
十
八
年

十
一
月
二
十
日

に
死
去
。

大
阪
帝
国
大
学
工
学
部
通
信

工
学
科
卒
業
。
昭
和
五
十
九
年

四
月
本
学
着
任
。
平
成
二
年
三

月
退
職
。
工
学
博
士
。

主な財団給付奨学金
（日本学生支援機構・関西大学奨学金・学部給付奨学金との併用も可能）

給付金額（返還義務なし）

年額２４０，０００円

月額５０，０００円

月額３５，０００円（自宅）
月額４５，０００円（自宅外）

月額３０，０００円

※上記の奨学金は２００６年度入学生が出願対象

名 称

赤井奨学基金

柳楽（なぎら）奨学基金

久井奨学基金

野田奨学基金

�竹中育英会

�日本証券奨学財団

�三菱信託山室記念奨学財団

関西大学独自
の奨学金
〔関西大学
冠（かんむり）
奨学金〕

企業・団体か
らの奨学金

学学
生生
諸諸
君君
のの
モモ
ララ
ルル
向向
上上
をを
望望
むむ

写真提供：関大スポーツ編集局

返還義務のない

財財団団
給給付付奨奨学学金金

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
助
成
事
業
に

�
関
西
大
学
文
化
・

学
術
活
動
等
奨
励
金
制
度
�（
業
績
部
門
）募
集

訃

報

広
が
る
キ
ャ
ン
パ
ス
の
開
放

校
外
学
習
で
育
つ
未
来
の
後
輩
達
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①登録 当センター所定の用紙に記入し、登録（ボラン
ティア情報をメールなどで随時配信します）。

②ガイダンス ボランティアに行く前の心構えや、ボラ
ンティア保険についての説明。

③情報検索 当センターに届く各種団体からのチラシ・
パンフレットにて情報を提供。

④申し込み やってみたい活動をみつけたら、その団体
に直接参加の申し込み。

⑤活動報告 活動終了後、当センター所定の報告書をセ
ンターへ提出。体験談を聞かせてください。

やってみよう！ ボランティア�
行ってみよう！ ボランティアセンター�
やってみよう！ ボランティア�
行ってみよう！ ボランティアセンター�

センターに行って何をするの？

センターには、随時さまざまな情報が寄せられていま
す。
実際にボランティアをやってみようと思ったら、次の

ような手続きをしてください。

平成17年４月に関西大学ボランティアセンターが開設されました。みなさんはボランテ
ィアやボランティア活動という言葉から、何を連想しますか。「奉仕」、「ただ働き」、「慈善
事業」…どちらかと言うと、かたいイメージではありませんか。実はボランティアは、やって
いる自分が元気をもらい、楽しくなれるものなのです。ぜひボランティアセンターを活用
してください。

講座案内

ボランティアセンターでは、さまざまな講座（下表）
を開講しています。
受講生からは、「これらを受講することにより、コミ

ュニケーション能力を身につけるだけでなく、自分を見
つめることができ、さらには元気をもらうことができた」
との多くの感想が寄せられています。来年度もこれらの
講座を開講しますので、ふるって受講してください。

集え！学生スタッフ

学生スタッフとは？
私たち学生スタッフは、ボランティアセンターの職員と一

緒にセンターの事業運営に携わっています。最大の武器であ
る「学生の目線」を活かし、少しでも多くの関大生が気軽にボ
ランティアに参加できるようなきっかけをつくるために、ア
イデアを出し合い、さまざまなサポート事業を行っています。
過去の活動

スタッフは、「ボランティアの芽を育てる」ことをコンセ
プトにさまざまな取り組みをしています。今年度の学園祭で
は、「環境」をテーマに、ゴミの分別・回収と環境にやさし
いとされている「ヘンプ」のアクセサリー販売・作成教室、
環境に関するパネル展示を行いました。他に、スタッフによ
る「ボランティア活動相談コーナー」の常設や、ボランティ
ア団体活動報告会、エイズキャンペーンなどを開催しました。
学生スタッフの声

私は「『何か』はじめたい」という漠然とした気持ちで3年
次生から学生スタッフに参加しました。学生スタッフとして

活動し、自分の考えを実現させ
ていく中で、この漠然とした気
持ちが充実した確かなものになっていくのを今体感しています。学
生スタッフは、各自が「何か」を求めて集まり、「ほっとけない」
「なにかしたい」と思うことを自分たちで企画し、それを実現させ
てきました。「何かやってみたい」と思っている学生は、気軽にボ
ランティアセンターに来てください。そして、あなたの「想い」を
実現させてみませんか。協力しあえる仲間がいる場所、それが学生
スタッフです。 （福井 友則・文３）

ぜひ一度、ボランティアセンターへ

ボランティアは、自分とは少し遠い世界のことと思っていませんか。ボランティアに参加するき
っかけは人それぞれ。「就職活動の時にアピールできるから…」という人もあるかもしれません。そ
れでも結構です。やってみて、自分がどう感じるか、何を得るかは自分次第。思いがけぬ発見もあ
ることでしょう。特別な事でなく身近なことからでいいのです。自分の肌で、ボランティア活動を
体験してみてください。
当センターでは、さまざまな情報を提供するとともに、何から始めたらよいかわからないという

人の相談も受けつけています。
せっかくの大学生活、何もしなくても時間は過ぎていきます。少しのやる気を「形」にしていき

ませんか。
ぜひ一度ボランティアセンターへ足を運んでみてください。

ボランティア体験者の声

昨年2月に新潟県中越地震被災地への雪かきボランティアを募
集した際の参加者の感想です。これからボランティアを始めよう
と思っている方のヒントになるのではないでしょうか。
体験者の声
ボランティアとは何か人のためにということはもちろんです

が、自分自身のためでもあると思います。就職活動を控えた
頃、自分とはどういう人間なのか、一度、自分自身を見つめ
直したいと考えていました。ちょうどそんな時に、新潟地震
の被災地への雪かきボランティアの話を耳にし、行くことを決心しました。私はそこでいろいろ
な人たちと出会い、普段の生活では経験できないような事を体験し、自分自身について非常に考
えさせられました。また大阪に帰る際にも「わざわざ遠いところからありがとうね」と言ってく
ださり、逆にこのような貴重な経験をさせていただいたこちらがお礼を言いたいくらいの気持ち
でいっぱいだったことを覚えています。
もしこの文を読んで何かやってみようと思ってくれた人は、大学のボランティアセンターに足

を運んでみてください。そういった人たちに力を貸してくれる人ばかりです。みなさんも自分自
身を見つめ直す経験をしてみてください。 （大平 将弘・経4）

平成18年度ボランティアセンター実施講座一覧（全講座受講料無料）

講座名 概 要 開講時期 回数等

ボランティア
センタースタ
ッフ養成講座

週1回
連続講座
全4回

週1回
連続講座
全５回

週1回
連続講座
全３回

週1回
連続講座
全10回

6月

7月

９ ～10月
11～12月

11～12月

春・秋学期
各2講座

ボランティア初心者が当セ
ンター学生スタッフとなる
ために身につけるべき知識
や情報の講義とグループワ
ークを行う講座

NPO、NGO、市民活動、社会
貢献、魅力的なボランティア
活動の探し方等の講義

自分と相手、お互いを大切に
しながら、自分の意見、考え、
気持ちを率直に、その場にふ
さわしく表現する方法を学
ぶグループワークを行う講
座

グループ運営のコツ・ポイン
トを楽しいワークやゲームを
通して学ぶ体験型ワークショ
ップ

※平成19年度の予定については、ウェブサイト等で確認してください。

初心者を対象とした手話講座

アサーション
トレーニング
講座

手話講習

ボランティア
センター講座

ファシリテー
ショントレー
ニング講座

2回

「ほっとけない。なにかしたい！」がボランティアの第一歩

学園祭での取り組み

学生スタッフによる相談コーナー

被災地での雪かきボランティア

講座での発表風景

平成１９年（２００７年）１月９日
大阪府吹田市山手町３―３―３５
http://www.kansai-u.ac.jp/
次号は２月１日発行の予定です
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法
人
が
大
学
生
の

就
職
先
と
し
て
現
実
的
な
選

択
肢
の
一
つ
と
な
り
つ
つ
あ

る
。
市
民
社
会
に
お
け
る
自

治
や
連
帯
の
意
義
を
学
ぶ
数

少
な
い
機
会
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
で
あ
り
、
そ
こ
で
の

体
験
か
ら
自
己
の
人
生
の
新

た
な
在
り
よ
う
を
掴
ん
で
く

る
学
生
は
多
い
。

本
号
で
取
り
上
げ
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
役
割

も
ま
た
、
広
い
意
味
に
お
け

る
大
学
の
社
会
連
携
活
動
と

し
て
位
置
づ
け
得
る
。
社
会

に
開
か
れ
た
大
学
が
、
そ
の

期
待
に
応
え
る
た
め
に
は
、

研
究
・
教
育
機
関
と
し
て
の

能
力
の
研
鑽
が
ま
す
ま
す
要

請
さ
れ
る
面
も
あ
る
。
そ
の

限
り
で
、大
学
の
自
己
定
義
は

い
ま
な
お
古
典
的
で
あ
る
。

本
号
で
は
、「
大
学
生
の
モ

ラ
ル
と
マ
ナ
ー
」
の
低
下
に

つ
い
て
も
ま
た
取
り
上
げ

た
。
社
会
と
の
連
携
と
並
ん

で
、
足
元
を
見
つ
め
直
す
べ

き
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
小
泉

良
幸
）

�編集後記�

水
野

一
郎
（
み
ず
の
・

い
ち
ろ
う
）
教
授

専
門
は
管
理
会
計
論
。

Ｃ
Ｓ
Ｒ
（
企
業
の
社
会
的

責
任
）
会
計
、
付
加
価
値

管
理
会
計
が
ラ
イ
フ
ワ
ー

ク
で
、
最
近
は
京
セ
ラ
の

ア
メ
ー
バ
ー
経
営
と
中
国

の
企
業
会
計
に
関
心
を
持

ち
、
毎
年
中
国
を
訪
問
し

て
い
る
。
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